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三
原
地
域
本
部
は
12
月
２
日
、
同

Ｊ
Ａ
女
性
部
三
原
地
区
本
部
と
協
力

し
、「
親
子
で
料
理
教
室
」
を
開
き
ま

し
た
。「
親
子
で
農
業
体
験
」
に
参
加

し
た
管
内
小
学
生
親
子
12
組
35
人
が
、

栽
培
し
た
米
を
使
っ
て
生
米
パ
ン
を
作

り
ま
し
た
。

　
女
性
部
が
作
り
方
を
説
明
し
、親
子

で
協
力
し
て
生
米
を
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
、

材
料
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
型
に
流
し
込
み
、

作
業
を
進
め
ま
し
た
。
子
ど
も
ら
は

オ
ー
ブ
ン
を
覗
き
な
が
ら
焼
き
上
が
り

を
楽
し
み
に
待
ち
、米
の
炊
け
る
よ
う

な
香
り
と
と
も
に
完
成
し
た
パ
ン
を
前

に
歓
声
を
上
げ
ま
し
た
。焼
き
た
て
の

パ
ン
は
親
子
で
美
味
し
く
食
べ
、楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

三
原
地
域
本
部
は
11
月
中
旬
、
三

原
・
竹
原
市
内
10
カ
所
で
農
業
用
廃
資

材
の
回
収
を
行
な
い
ま
し
た
。
今
年
は

去
年
並
み
の
約
23・
５
ｔ
を
回
収
。
廃

棄
物
の
適
正
処
理
を
目
的
に
毎
年
行
な

い
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ

で
あ
る
農
業
生
産
に
お
け
る
環
境
負
荷

軽
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
農
業
で
生
じ
た
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や

廃
農
薬
な
ど
の
農
業
用
廃
資
材
は
、
産

業
廃
棄
物
に
分
類
さ
れ
農
業
者
は
自
ら

の
責
任
で
適
正
に
処
理
す
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
同
地
域
本
部
の
吉
田
保
宏
営
農
経
済

部
長
は
「
農
家
の
負
担
を
少
し
で
も
軽

減
し
、
Ｊ
Ａ
と
し
て
農
業
用
廃
資
材
の

適
正
な
処
理
と
資
源
循
環
の
取
り
組
み

を
進
め
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲生米パンの焼き上がりを確認する親子と女性部

▲回収された農業用廃資材

親
子
で
料
理
教
室

生
米
パ
ン
作
り

農
業
用
廃
資
材
回
収

環
境
負
荷
軽
減
へ

　

三
原
市
久
井
町
の
農
事
組
合
法
人

「
清
流
の
郷　
泉
」
は
耕
作
放
棄
地
の

解
消
に
向
け
カ
ボ
チ
ャ
の
生
産
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
２
ha
で
25
ｔ

を
収
穫
。
カ
ボ
チ
ャ
の
産
地
化
で
地
域

活
性
化
や
雇
用
創
出
を
目
指
し
ま
す
。

　
収
穫
後
は
室
温
12
℃
の
倉
庫
で
追
熟

さ
せ
て
甘
味
を
十
分
に
引
き
出
し
、
県

内
の
Ｊ
Ａ
産
直
市
や
ス
ー
パ
ー
、
同
市

内
の
学
校
給
食
調
理
場
に
出
荷
。「
ホ
ッ

コ
リ
美
人
」
の
名
称
で
販
売
し
ま
す
。

　
同
法
人
の
正
直
己
代
表
は
「
地
域
の

耕
作
放
棄
地
ゼ
ロ
を
目
指
す
た
め
の
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
カ
ボ
チ
ャ
を
栽

培
し
て
い
る
。
自
慢
の
カ
ボ
チ
ャ
を
多

く
の
人
に
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
三
原
地
域
本
部
は
、
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド（
Ｐ

Ｂ
）商
品
「
自
然
熟
蜜
柑
」

の
生
産
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
シ
ー
ト
マ
ル
チ
栽
培
で

水
分
調
整
し
た
、
高
糖
度
で

色
が
濃
い
高
品
質
な
ミ
カ
ン
。
糖
度
に

よ
る
差
別
化
と
高
品
質
果
実
の
安
定
生

産
で
ブ
ラ
ン
ド
を
強
化
し
、
生
産
者
の

所
得
向
上
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
品
種
は
早
生
温
州
と
、
い
し
じ
が
対

象
で
同
地
域
本
部
で
は
32
戸
が
約
５・

８
ha
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。「
自
然
熟

蜜
柑
」の
栽
培
に
取
り
組
む
尾
道
市
瀬

戸
田
町
の
田
坂
知
也
さ
ん（
28
）は「
こ

れ
か
ら
も
高
品
質
果
実
の
安
定
生
産
に

努
め
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲カボチャ「ホッコリ美人」を丁寧に選果する作業員

▲シートマルチ栽培で「自然熟蜜柑」の
　栽培に取り組む田坂さん

耕
作
放
棄
地
で

カ
ボ
チ
ャ
生
産
に
力

高
糖
度
の
Ｐ
Ｂ
商
品

「
自じ
然ね
ん

熟じ
ゅ
く

蜜み

柑か
ん

」

三原地域本部
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こ
れ
か
ら
発
生
す
る
雑
草
を
長
期
間
抑

え
て
、
一
部
枯
死
さ
せ
ま
す
。

　
畦
畔
、
農
道
、
水
路
な
ど
の
法
面
の
草

刈
り
作
業
の
回
数
や
労
力
を
軽
減
で
き

ま
す
。

　
ザ
ク
サ
液
剤
ま
た
は
バ
ス
タ
液
剤
と
、

ダ
イ
ロ
ン
ゾ
ル
は
混
用
散
布
す
る
こ
と

で
、
除
草
効
果
と
抑
草
効
果
の
両
方
を
発

揮
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
近
く
の
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー

に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

水
稲
に
関
す
る
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
！

●
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ　
　
●
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

柑
　橘

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
読
者
の
み
な
さ
ま
と
栽
培
し
て
い
る

農
作
物
の
健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

　
収
穫
出
荷
作
業
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

新
し
い
シ
ー
ズ
ン
へ
の
準
備
を
開
始
す
る

時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
温
州

み
か
ん
で
広
範
囲
で
発
生
し
た
ナ
シ
マ
ル

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
対
策
で
す
。
年
々
増
加

傾
向
に
な
っ
て
い
ま
す
。
外
観
品
位
を
低

下
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
寄
生
し
た
枝
は
衰

弱
し
て
い
き
弱
々
し
い
樹
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
対
策
は
機
械
油
乳
剤
95
を
30
倍

で
１
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
に
散
布
し
て
く
だ

さ
い
。
散
布
時
に
は
樹
勢
回
復
の
た
め
尿

素
２
０
０
倍
を
混
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
も
う
一
つ
が
土
づ
く
り
で
堆
肥
と
石
灰

質
資
材
の
投
入
で
す
。
堆
肥
は
土
壌
の
腐

植
を
増
加
さ
せ
保
肥
性
・
保
水
性
・
通
気

性
を
良
好
に
し
ま
す
。
広
島
県
の
多
く
を

占
め
る
花
崗
岩
土
壌
は
、
保
肥
・
保
水
性

に
つ
い
て
は
良
い
土
壌
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
10
ａ
当
た
り
２
ｔ
以
上
の
堆
肥
を
投

入
し
て
肥
え
た
土
壌
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

石
灰
質
資
材
は
「
苦
土
石
灰
」
や
「
マ
リ

ン
カ
ル
」
を
投
入
す
る
こ
と
で
土
壌
の
酸

性
化
を
防
止
し
ま
す
。
土
壌
の
pH
を
適
正

に
し
て
根
が
養
分
を
吸
収
し
や
す
い
環
境

を
つ
く
り
ま
す
。

　
農
作
物
の
重
要
な
土
台
で
も
あ
る
土
を

良
好
・
適
正
に
し
て
い
く
の
も
こ
の
時
期

の
重
要
な
作
業
で
す
。
是
非
実
施
し
ま

し
ょ
う
。

水
　稲

水
田
畦
畔
の
雑
草
管
理

　
水
田
畦
畔
な
ど
の
雑
草
管
理
は
、
生
産

者
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
る

か
と
思
い
ま
す
。
特
に
高
低
差
が
大
き
い

所
で
は
雑
草
管
理
に
か
か
る
労
力
は
大
き

く
な
り
ま
す
。

　
雑
草
地
は
、
放
置
し
て
お
く
と
病
害
虫

の
温
床
に
な
る
の
で
、
適
切
に
管
理
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
雑
草
管
理
の
方
法
は
、
様
々
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
時
期
か
ら
使
用
で
き
る
除
草

剤
・
抑
草
剤
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

秋
冬
～
春
（
雑
草
発
生
前
～
発
生
始
期
）

　
一
年
生
雑
草
の
ほ
か
防
除
困
難
な
ヨ
モ

ギ
、
ギ
シ
ギ
シ
、
ヤ
ブ
ガ
ラ
シ
、
ス
ギ
ナ

な
ど
の
多
年
生
雑
草
に
も
高
い
効
果
を
示

し
ま
す
。
吸
収
移
行
性
の
土
壌
処
理
剤

で
、
雑
草
の
発
生
を
長
期
間
抑
え
ま
す
。

　
水
の
い
ら
な
い
粒
剤
な
の
で
、
簡
単
に

散
布
で
き
ま
す
。

初
夏

　
幅
広
い
種
類
の
雑
草
に
高
い
効
果
を
示

す
非
選
択
性
除
草
剤
で
す
。

　

薬
剤
が
か
か
っ
た
部
分
の
み
を
枯
ら

し
、
雑
草
の
根
を
完
全
に
枯
ら
さ
な
い
の

で
、
畦
崩
れ
し
に
く
い
状
態
を
保
ち
ま
す
。

落
葉
果
樹

整
枝
・
せ
ん
定

　
先
月
に
引
き
続
き
、
整
枝
・
せ
ん
定
を

行
な
い
ま
す
。
左
記
の
内
容
を
参
考
に
進

め
て
く
だ
さ
い
。

①
品
目
ご
と
の
結
果
習
性
に
つ
い
て

・�

結
果
枝
タ
イ
プ
…
昨
年
伸
び
た
枝
に
花

芽
を
つ
け
開
花
結
実
す
る
。

　
モ
モ
、ナ
シ
、ウ
メ
、リ
ン
ゴ
な
ど
。

・�

結
果
母
枝
タ
イ
プ
…
今
年
発
生
す
る
枝

に
開
花
結
実
す
る
。

　

�

ブ
ド
ウ
、
カ
キ
、
イ
チ
ジ
ク
（
品
種:

蓬
莱
柿
）、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
な
ど
。

②
樹
を
構
成
す
る
枝
の
名
称
に
つ
い
て

・�

主
幹
…
地
際
の
土
台
と
な
っ
て
い
る
幹

部
分
。

・�

主
枝
…
主
幹
か
ら
発
生
す
る
幹
に
つ
い

で
太
い
骨
組
み
と
な
る
枝
で
、
２
～
３

本
と
す
る
。

・�

亜
主
枝
…
主
枝
か
ら
分
岐
し
た
枝
。
主

枝
と
並
ん
で
骨
組
み
に
な
る
枝
で
、
一

つ
の
主
枝
に
２
～
３
本
と
す
る
。

・�

側
枝
…
主
枝
や
亜
主
枝
か
ら
発
生
し
結

果
母
枝
や
結
果
枝
を
つ
け
る
。
側
枝
は

３
年
く
ら
い
を
目
途
に
更
新
す
る
。

③
樹
形
・
樹
姿
に
つ
い
て

・�

基
本
的
な
樹
形
…
主
枝
が
３
本
の
開
心

自
然
形
ま
た
は
２
本
の
双
幹
形

・�

ブ
ド
ウ
…
長
梢
せ
ん
定
仕
立
て
（
Ｘ
型

自
然
形
整
枝
）、
短
梢
せ
ん
定
仕
立
て

（
平
行
型
整
枝
）

④
枝
の
切
り
方
に
つ
い
て

・�

切
り
返
し
…
昨
年
伸
び
た
枝
を
途
中
で

切
る
方
法
。
先
端
部
を
強
く
伸
ば
し
て

骨
格
と
な
る
枝
（
主
枝
や
亜
主
枝
）
を

育
て
る
（
樹
冠
拡
大
を
図
る
）
場
合
、

結
果
枝
や
側
枝
の
先
端
を
弱
ら
せ
な
い

場
合
、
先
端
が
垂
れ
た
枝
の
勢
力
を
回

復
し
た
い
場
合
な
ど
に
行
な
う
。

・�

間
引
き
…
不
必
要
な
枝
を
除
く
と
き
の

切
り
方
。
せ
ん
除
し
た
い
枝
の
発
生
位

置
（
分
岐
部
分
）
ま
で
戻
っ
て
切
り
、

新
た
に
枝
が
出
な
い
よ
う
に
す
る
。
込

み
合
っ
た
枝
や
重
な
っ
た
枝
を
除
く
場

合
や
、
残
し
た
い
枝
と
太
さ
が
競
合
す

る
枝
を
除
く
場
合
な
ど
に
行
な
う
。

⑤
せ
ん
定
の
順
序
に
つ
い
て

　
基
本
的
に
は
主
枝
→
亜
主
枝
→
側
枝
の

順
に
処
理
す
る
。
主
枝
背
面
や
亜
主
枝
の

分
岐
点
近
く
に
発
生
し
た
強
勢
な
枝
は
除

去
す
る
。
主
枝
、
亜
主
枝
の
先
端
は
一
本

に
し
て
切
り
返
す
。
側
枝
は
亜
主
枝
よ
り

も
強
く
し
な
い
よ
う
に
整
理
す
る
。
せ
ん

定
後
、
切
り
口
の
処
置
に
は
ト
ッ
プ
ジ
ン

Ｍ
ペ
ー
ス
ト
（
写
真
）
な
ど
の
癒
合
剤
を

塗
布
し
、
枯
れ
こ
み
な
ど
を
防
ぐ
。

⑥
せ
ん
定
鋏
、
鋸
に
つ
い
て

　
自
分
の
手
に
あ
っ
た
せ
ん
定
鋏
や
鋸
を

使
用
す
る
。

家
庭
菜
園

　
家
庭
菜
園
で
は
、
作
物
を
栽
培
す
る
面

積
が
小
さ
く
、
日
陰
に
な
り
が
ち
な
場
所

や
、
昨
年
と
同
じ
作
物
を
植
付
け
ざ
る
を

得
な
い
場
合
も
よ
く
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
作
物
に
は
、
光
を
好

む
作
物
も
あ
れ
ば
、
日
陰
を
好
む
作
物
も

あ
り
、
ま
た
、
毎
年
同
じ
場
所
で
は
健
全

な
生
育
が
し
に
く
く
な
る
作
物
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、
年
の
初

め
に
１
年
間
の
作
付
け
計
画
を
じ
っ
く
り

た
て
ま
し
ょ
う
。

野
菜
の
日
照
特
性

　
野
菜
づ
く
り
の
環
境
と
し
て
、
圃
場
の

日
照
時
間
も
重
要
な
要
素
で
す
。

　
野
菜
に
は
、
直
射
日
光
を
好
み
、
日
陰

で
は
育
た
な
い
「
陽
性
植
物
」と
、
日
陰

を
好
み
、
直
射
日
光
が
長
時
間
あ
た
る
と

葉
や
け
を
お
こ
し
や
す
い
「
陰
性
植
物
」、

そ
の
中
間
に
あ
た
る「
半
陰
性
植
物
」が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ
た
日

照
条
件
で
栽
培
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

野
菜
の
連
作
障
害

　
野
菜
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
毎
年
同
じ

圃
場
で
同
じ
作
物
を
続
け
て
栽
培
し
て
い

る
と
、
健
全
な
生
育
を
し
な
く
な
る
「
連

作
障
害
」
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
連
作
障
害
を
回
避
す
る
た
め
に
、

次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①�

作
物
の
特
性
を
把
握
し
輪
作
に
努
め
る
。

②�
良
質
な
堆
肥
を
施
用
し
、
土
壌
中
の
有

用
な
微
生
物
の
活
性
を
促
す
。

③�

果
菜
類
な
ど
で
は
、
土
壌
病
害
に
対
し

耐
性
が
あ
る
接
木
苗
を
利
用
す
る
。

抑　草
カソロン粒剤6.7

水田畦畔：６ｋｇ／10ａ
非農耕地など：
　10～15ｋｇ／10ａ
均一に散布してください

連作しやすい作物としにくい作物の一例主な作物の日照特性

ナシマルカイガラムシ

品　目
連作障害が
出にくい作物

ネギ・カボチャ・ホウレンソウ・タマネギ
ニンニク・サツマイモ　など

１年以上
作付けを休む

レタス・大根・ニンジン・カブ
ブロッコリー　など

２年以上
作付けを休む 白菜・キャベツ・イチゴ・ニラ　など

３年以上
作付けを休む

馬鈴薯・キュウリ・サトイモ・大豆
ごぼう　など

５年以上
作付けを休む

トマト・ナス・ピーマン・スイカ
エンドウ　など

品　目

陽性植物
（１日６時間以上の日照
が必要）

トマト・ナス・オクラ
サツマイモ・スイカ・キュウリ
カボチャ・大根・キャベツ
白菜・ニンジン　など

半陰性植物
（１日３～４時間の日照
があれば、正常に生育）

イチゴ・ホウレンソウ
サトイモ・レタス・アスパラガス
小松菜・しょうが・ネギ　など

陰性植物
（直射日光の当たらない
半日蔭から日陰を好む）

ミツバ・クレソン・シソ
みょうが・ミズナ・ふき・ニラ

　など

除　草
ザクサ液剤

水田畦畔：1,000ml／10ａ（100倍）
　　　　　雑草生育期（収穫７日前まで）

除　草
バスタ液剤

抑　草
ダイロンゾル

水田畦畔：
　250ml／10ａ（400倍）
　雑草発生前～生育初期
　（収穫30日前まで）

※�同じ品目だけではなく、同じ科の作物でも連作障害が発生しや
すくなります。（例　ナス科…ナス・トマト　など）

三原地域本部三原地域本部
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【アグリセンターの休日】

【年金相談会　開催時間】
10：00～ 16：00

【営業時間】
11月～  3月　８：30～17：00
  4月～10月　８：30～17：30

29
木

28
水

27
火

26
月

25
日

24
土

23
金

22
木

21
水

20
火

19
月

18
日

17
土

16
金

年
金
相
談
会
　
本
郷
中
央
支
店

15
木

14
水

13
火

12
月

11
日

10
土

9
金

8
木

7
水

6
火

5
月

4
日

3
土

2
金

1
木

お知らせカレンダー
※予定が変更する場合があります。
　ご了承ください。

２月

　基本的な作業を徹底し安心して消費してい
ただける商品を作ることです。

　消費者の「おいしかった」などの声を直接
聞く事がやりがいです。
　安全で安心な柑橘を作れるように日々の栽
培管理に気を遣っております。佐木島で栽培
された柑橘をぜひ食べてみてください！

三原市

平
ひら

木
き

 邦
くにひろ

弘さん

約２haでミカン
やレモンなどの
柑橘を栽培して
います。

～秋の感謝祭～
三原地域本部で11月18・19日、「秋の感謝祭」を開きました。
かんきつの詰め放題や米のすくいどり、もちつき体験などで
組合員や地域住民との交流を深めました。会場では、新米や農
業資材、肥料などの特売、住宅ローンや年金などの暮らしに役
立つ相談会も開き、商品を手に取り説明を聞く利用者やイベン
トを楽しむ親子など多くの来場者で賑わいました。
ご来場いただいたみなさまありがとうございました♪

女性部が

ぜんざいに
して

振る舞いま
した！

▲もちつき体験

▲ミカン・レモンの詰め放題

三原地域本部
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